
 

一般社団法人 日本温泉気候物理医学会 

評 議 員 会 

定時社員（会員）総会 

 

                 日 時：２０２０年６月２７日(金)  

                    評議員会  14：30～15：30 

                        定時社員総会 15：30～16：30 

                   会 場：アイオス銀座２Ｆ会議室 中央区銀座 8-17-5 

 

             

議事 

 審議事項 

  第１号議案 201９年度 事業報告概要の承認        資料-1 

  第２号議案 201９年度 決算報告概要の承認               資料-2 

  第３号議案 20２０年度 事業計画案の承認               資料-3 

  第４号議案 20２０年度 予算案の承認                 資料-4 

  第５号議案 202２年度 第 8７回総会 会長候補の承認     資料-5 

  第６号議案 新名誉会員・新功労会員・新評議員の承認  資料-6 

                     

 



第１号議案                                      資料-1 

２０１９年度 事業概要  

    (敬称略) 

○ 第84回総会・学術集会開催：参加者440名 

   会長：光延文裕（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科社会環境生命科学専攻老年医学教授） 

  会期：2019年5月18日(土)・19日(日) 

   会場：岡山市「岡山コンベンションセンター」 

○ 同上にて、各種委員会、評議員会、社員総会開催  

○ 第86回総会・学術集会 会長決定  

   会長：信岡祐彦（聖マリアンナ医科大学臨床検査医学教授/2020.4.1より特任教授） 

  会期：2021年5月22日(土)・23日(日) 

  会場：横浜市「横浜シンポジア」神奈川県横浜市山下町2番地 産業貿易センタービル9Ｆ 

○ 第85回総会・学術集会準備 

○ 定例理事会・各種委員会開催（対面式・メール審議） 

  理事会会期：５月１８日(土)・9月7日(土)・12月3日(土)・3月28日(土) 

○ 公開講座（マスコミ＆行政及び医療関連従事者）開催「大丈夫ですよ！妊婦さんの温泉入浴！」 

  （温泉療法医会 九州地区研修会兼） 

 

【編集委員会】 

○ 論文等投稿受理、査読、校正作業、転載許可等 

○ 日本温泉気候物理医学会雑誌発刊（82巻2号、83巻1号） 

○「第25回優秀論文賞」選考、決定  対象：82巻2号掲載論文（3月審査） 

○「新入浴・温泉療養マニュアル」、「新温泉医学」の頒布継続 

  新入浴・温泉療養マニュアル５２冊 新温泉医学５６冊 

 

【学術委員会】 

○「第13回研究奨励賞」について公募（11月）、審査（3月） 

○「温泉及び鍼・手技療法のストレスへの効果検討」の共同研究まとめ、学術集会にて報告準備 

○「2型糖尿病のコントロールと入浴習慣との関連：他施設間横断研究」調査準備 

  調査期間：2020年6月1日から14日 返却締切日：6月20日 

 

【認定委員会】 

○ 第40回 温泉療法医になるための教育研修会を実施した。受講者は50名 

○ 第26回温泉療法専門医試験を実施した。受験者4名で、全員合格 

○ 認定審査実施 

  温泉療法医は、新認定者は対象者 ４９名中 33名、更新認定者は125名中97名 

  温泉療法専門医は、新認定者は対象者4名中4名、更新認定者は対象者29名中28名 

  温泉療法専門医教育研修施設申請1件、取り下げ１件 

○ 温泉気候物理医学に関連する教育研修会（外部主催・受講1単位）の申請審査 

 

 



【用語委員会】 

○ 日本医学会分科会用語委員会が実施するアンケート調査に協力 

 

【保険委員会】 

○ 2020年度医療技術評価提案書（保険未収載技術）「安全入浴指導管理料」について、厚生労働省との 

 ヒアリングに参加（7/30） 

○ 内保連関連会議出席 遠隔医療委員会（8/27）、第2回社員総会（11/26） 

○ 内保連によるアンケート調査等に協力 

 

【広報委員会】 

○ ホームページの更新 

○ その都度、問い合わせ、取材対応 

○ 第2回葛飾区民公開講座開催（12/21） 

○「おしらせ」5・6号の発行 

 

【会則委員会】 

○ 新名誉会員、新功労会員、新評議員の候補者についての審査 

○ 倫理委員会作成案の「日本温泉気候物理医学会における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する 

  規則〔仮称〕(案)」についての審議 

○ 役員選任内規第14条(1)改訂の必要性の有無について(役員選任候補者の辞退) の審議 

○ 役員選任内規第14条(2),(3)改訂の必要性の有無について（次期理事長候補決定会議の選挙方法）の 

  審議 

 

【倫理委員会】 

○ 倫理教育講演会でのビデオ撮影についての検討 

○ 倫理審査委員会発足 

○ 各施設に倫理審査機関がない場合の審査規程、要綱の一部改正 

○「倫理審査申請書」「実施計画書」、「倫理審査申請書に係るチェックリスト」作成 

○ 日本温泉気候物理医学会における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規則（仮称）案作成 

○ 研究倫理教育研修会参加（5/30） 

 

【CO I委員会】 

○ 一般社団法人 日本温泉気候物理医学会 COI管理ガイドライン (旧COIマネージメント)の英文改定 

  案作成中 

○ 論文投稿時、総会演題発表時、役員等のＣＯＩ報告書受理 

 

【温泉療法医会】 

○ 第84回総会・学術集会に於いて、温泉療法医会総会・講演会を開催。 

  会期：2019年5月19日(日)、会場：岡山コンベンションセンター 

   講演者：桜田一洋 氏（国立研究開発法人理化学研究所科学技術ハブ推進本部医科学医イノベーション 

          推進プログラム副プログラムディレクター） 

○ 国民保養温泉地 指定条件として「日本温泉気候物理医学会認定温泉療法医の配置」を寄与することを 



  環境省に求めるための準備 

○ 国民保養温泉地、温泉利用型健康増進施設の配置医師への入会のご案内、療法医・専門医取得のお勧め 

  等のアプローチ準備 

○ 会報No.70発行 

○ 2019年度地区研修会開催 

  東北地区 ：2019年11月30日(土)〈市民公開講座〉／青森県「酸ヶ湯温泉旅館」 

        ／参加者23名（うち療法医・専門医10名） 

  関東甲信越地区：2020年2月8日(土)／東京都「ハロー貸会議室上野駅前」 

        ／参加者37名（うち療法医・専門医37名） 

  東海北陸地区：2019年9月29日(日)／市民公開講座〉／静岡県「熱海後楽園ホテル」 

        ／参加者61名（うち療法医・専門医27名） 

  近畿・中国四国地区：2019年9月15日(日／大阪府「TKP新大阪ビジネスセンター」 

        ／参加者37名（うち療法医・専門医36名） 

  九州地区  ：2020年2月15日(土)〈市民公開講座〉／大分県「別府国際コンベンションセンター 

                  B - Con Plaza」／参加者166名（うち療法医・専門医19名） 

 

 ＊なお、海道地区 2020年4月18日(土)〈市民公開講座〉／北海道「川湯の森病院」は新型コロナ 

  感染防止のため中止. 

 

 

 

  会員数1,89４名 うち医師1,630名（全会員の85.9％） 

 

  名誉会員22名・功労会員22名・正会員1,83２名・学生会員７名・留学11名 

  温泉療法医1,014名、温泉療法専門医20５名 

  新入会99名・退会者86名                   （2020年４月１日現在） 















第３号議案                                     資料-3 

２０２０年度 事業計画案 

（敬称略） 

○ 第85回総会・学術集会開催 

   会長：武田淳史（東京医療学院大学名誉教授／専門学校東京医療学院校長） 

  会期：202０年5月22日(金)～24日(日)→延期→ 2021年1月29日(金)～31日(日) 

  会場：早稲田大学国際会議場井深大記念ホール 東京都新宿区西早稲田１-20-14 

○ 社員総会、評議員会開催 

  会期：2020年6月27日(土) 

  会場：アイオス銀座会議室 東京都中央区銀座８-17-5-2F 

○ 第87回総会会長決定 

○ 第86回総会・学術集会準備 

   会長：信岡祐彦（聖マリアンナ医科大学臨床検査医学特任教授） 

  会期：2021年5月22日(土)・23日(日) 

  会場：横浜市「横浜シンポジア」神奈川県横浜市山下町2番地 産業貿易センタービル9Ｆ 

○ 妊婦さんへの「大丈夫です！温泉入浴」啓蒙活動 

○ 定例理事会、各種委員会開催 

○ 第１０期役員選任 

 

【 編集委員会 】 

○ 日本温泉気候物理医学会雑誌発刊（83巻2号・84巻1号〈英文総会特集号〉） 

○「第26回優秀論文賞」の選定 対象：83巻掲載原著論文 

○「新入浴・温泉療養マニュアル」、「新温泉医学」の頒布継続 

 

【 学術委員会 】 

○「温泉及び鍼・手技療法のストレスへの効果検討」の共同研究まとめ、学術集会にて報告 

○「第14回研究奨励賞」公募、選考、決定（11月公募、3月選考・決定）（案内はHP・一斉メール、 

  雑誌にて） 

○「2型糖尿病における血糖のコントロールと入浴習慣との関連：他施設間横断研究」調査実施 

  調査期間：6月1日から14日 返却締切日：6月20日 

○ 新たな研究プロジェクト課題を検討 

 

【認定委員会】 

○ 第41回 温泉療法医になるための教育研修会実施 

○ 第27回温泉療法専門医試験実施 

○ 認定審査実施：温泉療法医、温泉療法専門医、温泉療法専門医教育研修施設               

○ 温泉気候物理医学に関連する教育研修会の申請審査（外部） 

 

【 用語委員会 】  

○ 温泉医学用語集の用語について、追加検討 

○ 日本医学会分科会用語委員会会議、シンポジウム等の出席、アンケート協力 



【 保険委員会 】 

○ 2022年度医療技術評価提案書作成についての内容検討 

○ 内保連関連会議出席、アンケート協力 

 

【 広報委員会 】 

○ ホームページの充実 

○ 取材対応 

○ 区民大学公開講座開催（11月～12月頃、江東区内にて） 

○ 「おしらせ」７～９号発行 

 

【 会則委員会 】 

○ 新名誉会員、新功労会員、新評議員審査 

○ 役員選任内規第14条(1)改訂の必要性の有無について(役員選任候補者の辞退) の継続審議 

○ 役員選任内規第14条(2),(3)改訂の必要性の有無について（次期理事長候補決定会議の選挙方法）の 

   継続審議 

○ 内規改正 学術集会内規第4条第2項追加(不測の事態が生じた場合の4～6月以外の月開催)の審議 

  及び決定 

○ 今後の会則改正課題の検討 

 

【 倫理委員会 】 

○ 日本温泉気候物理医学会における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規則（仮称）案の 

  検討 

○ 必要時応じて倫理審査会の実施 

 

【 ＣＯＩ委員会 】 

○ 日本医学会より英語版が出た際の当学会「COI管理ガイドライン」の英語版作成 

○ 論文投稿時、総会演題発表時、役員等のＣＯＩ報告書受理 

 

【 温泉療法医会 】 

○ 幹事会開催（メール審議） 

○ 第85回総会・学術集会に於いて、温泉療法医会総会・講演会を開催 

  会期：202１年１月３１日(日)、会場：早稲田大学国際会議場井深大記念ホール3Ｆ会議室 

  講演者：伊藤 恭（長湯温泉 医療法人孝寿会伊藤医院 理事長/院長） 

〇 国民保養温泉地や温泉利用型健康増進施設の配置医師の条件として本学会が認定する「温泉療法医/同専 

  門医」であることを明記することを厚労省/環境省に働きかけること 

○ 学術委員会「2型糖尿病のコントロールと入浴習慣との関連：他施設間横断研究」調査協力 

○ 会報NO.71～73発行 

○ 2020年度地区研修会開催 

など 





第５号議案                              資料-5 

 

（敬称略） 

2022年第 87回総会・学術集会 会長候補 

 

泉 從道（いずみ よりみち） 

1954年 10月 2日（現 65歳） 専門科：リハビリテーション科 

JA長野厚生連鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 三才山病院 

    

 

 学歴：1980年 信州大学医学部卒業 

 

 職歴：1982年 信州大学医学部附属病院 

    1983年 鹿教湯病院 

         飯田市立病院 

    1984年 信州大学医学部附属病院 

    1985年 国立長野病院 

    1986年 鹿教湯病院 

    2007年 三才山病院（2015年 4月～2020年 3月院長） 

    現在に至る 

 

 

 学会歴： 

  入会：1990年 4月 1日 

  温泉療法医認定：1995年 5月 24日 

  温泉療法専門医認定：1998年 4月 1日 

  評議員：2002年 5月 16日より 

  認定委員会委員：2007年～2011年 5月 14日 

  保険委員会委員：2013年 5月 25日～2017年 6月 25日 



第６号議案                                       資料-6                                      

新名誉会員・新功労会員・新評議員候補 

 

 

 

 

 (敬称略) 
 第85回総会にて任期満了評議員4名  

                              

[名誉会員候補] 

 伊藤 要子（いとう ようこ）1949年7月18日（70歳）名城大学薬学部薬学科卒業 

               一般社団法人ＨＳＰプロジェクト研究所 代表理事／所長 
入会日：2005年9月1日 

評議員：2012年6月10日より 

理 事：第6期（2013年5月25日～2015年6月21日） 

      第8期（2017年6月25日～2019年5月19日）   

学会発表： 

〈シンポジウム・講演〉 

 1. 全身加温による運動能力の向上―温熱療法により誘導されるHSP 70を利用した温熱トレーニング―.第69回総会・学術集会,2004 

 2．温熱とヒートショックプロテイン(HSP)とその意義. 第72回総会・学術集会,2007 

 3. マイルド加温によるHSPの誘導とストレス耐性. 第74回総会・学術集会,2009 

  4. 加温生活とヒートショックプロテイン(HSP). 東海・北陸地区研修会,2013 

 5. 全身入浴またはシャワー浴の継続がその後の入浴によるHSP70に及ぼす影響. 第79回総会・学術集会,2014 

 6. 最古のサバイバルシステム・HSPを温泉で高める！.近畿・中国・四国地区合同研修会,2018 

 7. Healthy aging and heat shock protein 70 induced by Kaon Seikatsu (mild hyperthermic living).39th ISMH , 2014 

〈一般演題〉 

 1. 長湯温泉連浴による血管機能改善効果の検討.第70回総会,2005(共演者） 

 2. 全身浴と半身浴―HSP70、NK活性、体力指数への影響―.第77回総会,2012(演者) 

 3. 浴用剤（無機塩含有炭酸ガス製剤）浴による全身浴と半身浴によるHSP70,NK活性,体力指数への影響.第77回総会,2012(共演者) 

 4. 全身浴の継続がHSP70及び健康状態に及ぼす影響.第80回総会,2015(演者) 

 5. 年齢による入浴時体温変化が身体に及ぼす影響.第82回総会,2017(演者) 

 6. マイクロバブルの温浴効果.第83回,2018(演者)  

 7. 週2回のHSP入浴3週間継続によるHSP70の発現と身体に及ぼす影響.第84回総会,2019(演者) 

 8. 高齢者入浴時体温変化の特徴と高齢者HSP入浴法の検討.第85回総会,2021予定(演者) 

 学会雑誌： 

 1. 炭酸温水浴におけるHSP70の変化.日温気物医誌,70-4,2007(共著者) 

〈総説〉 

 2. ヒートショックプロテイン（HSP70）の魅力.日温気物医誌,77-3,2014 

〈Editorial〉 

  3. 一般社団法人 HSPプロジェクト研究所を設立して：ヒートショックプロテイン（HS70）と温泉. 

   日温気物医誌,80-3,2017 

 

 渡邊 孝男（わたなべ たかお） 1950年2月1日（70歳）東北大学医学部医学科卒業 

                         米沢市立病院 事業管理者 
入会日： 1950年2月1日 

評議員： 2014年5月14日より 

理 事： 第８期 2017年6月25日～2019年5月19日 

温泉療法医：2006年4月1日より 

 （名誉・功労会員の任命） 

  名誉会員及び功労会員は、多年にわたり学会に在籍し下記の基準を満たす満70歳以上の会員の中から、学会理事会の推薦を 

 受け、評議員会、社員総会の承認を経て任命される。 

（１）名誉会員は、学術集会会長あるいは理事の経験があり、学会への貢献の著しい者 

（２）功労会員は以下のイ、ロあるいはハの基準で推挙する 

 イ 10年以上の評議員歴を有し、一般演題5回以上（共同演者も含む）と1回以上のシンポジウム演者 

   あるいは本会誌への1篇以上の原著論文等（共著者も含む）の業績を有する者 

 ロ 5年以上10年未満の評議員歴を有し、一般演題5回以上（共同演者も含む）と、２回以上のシンポジウム演者あるいは 

   本会誌への２篇以上の原著論文等（共著者も含む）の業績を有する者 

 ハ 理事長が特に推挙し、理事会が承認した者 

 



委員会：保険委員会 委員長（2017年6月25日～2019年5月19日） 

    温泉療法医会監事（2015年6月21日～2017年6月25日） 

学会雑誌： 

〈Editorial〉 

  温泉地保養者と医療機関の視点からみた温泉地の火山防災.日温気物医誌,81-2,2018(著者) 

 参議院議員としての学会関連活動： 

 1.平成十四年三月一二日、第百五十四回国会、参議院予算委員会にて、「温泉を活用した健康増進、介 護予防の推進」「温泉利用型

健康増進施設の増設」「温泉利用指導者の養成」などを訴え、従来の「温泉利用型健康増進施設」加え、より普及し易い「温泉利用

プログラム型健康増進施設」を厚生労働大臣が認定する新制度創設に貢献した。 

 2.日本温泉気候物理医学会より要請を頂き、平成二十四年三月二十二日、第百八十回国会、参議院厚生労働委員会にて、「入浴関連

事故を予防するために、その原因等の実態把握を行うための調査や研究を行うべき」と質問した。それを受けて小宮山厚生労働大臣

は「入浴に関連した死亡等を予防する観点から、健康局を中心に調査研究体制を構築していきたい」と答弁。その後、厚生労働省科

研費研究費補助金・循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業「入浴関連事故の実態把握及び予防対策に関する研究」が行

われることになり、日本温泉気候物理医学会は日本救急医学会、日本法医学会とともに参加し、平成 25年に研究報告書を取りまと

めた。 

 3.温泉地活性化や温泉療法推進のため、東北・北海道を中心に温泉フォーラムの開催や現地視察などを行い、また地方紙に関連記事

を掲載し、市民に対する啓発活動を行った。 

その他： 

 2020年7月10日 環境省温泉関係功労者表彰 受賞 

  参考資料： 

 1. 第百五十四回国会参議院予算委員会会議録、第十号ｐ.二～五、平成十四年三月十四日 

 2. 第百六十二回国会参議院予算委員会会議録、第十二号ｐ.三十五～四十、平成十七年三月十六日 

 3. 第百八十回国会参議院厚生労働委員会会議録、第三号ｐ.二十九、平成二十四年三月二十二日 

 
 

[功労会員候補者] 
 

  津谷 喜一郎（つたに きいちろう） 1950年3月5日生（70歳）東京医科歯科大学卒業 

                   東京有明医療大学保健医療学部鍼灸学特任教授 
入会日：1981年9月1日 

評議員：2010年6月5日より 

温泉療法専門医：1994年4月1日より 

委員会：保険委員会委員（2009年～2011）、保険副委員長（2011～2013） 

        倫理・COI副委員長（2013～2017）、BCPMプログラム委員（2013～2014） 

学会発表： 

〈シンポジウム・講演〉 

  温泉医学と研究デザイン―1945年の長崎原爆被爆者に対する永井隆の比較研究から―第79回総会・学術集会 教育講演,2014  

〈一般演題〉 

  海外における鍼灸の状況と鍼灸の科学的評価.第58回総会・学術集会,1993(演者) 

学会雑誌： 

〈原著〉 

 1.温泉の治療と健康増進の効果に関する無作為化比較試験のシステマティック・レビュー.日温気物医誌,69-3,2006 （共著者） 

 2. 温泉に関する研究の質を高めるためのチェックリストや声明の活用の意義.日温気物医誌,71-2,2008 (共著者) 

 3. 投稿規定中の臨床試験登録とCONSORT声明.日温気物医誌,76-3,2013(著者) 

〈報告〉 

 日本の医療・介護施設における温泉利用の現状 ―2012年アンケート調査から―．日温気物医誌,76-3,2013（保険委員会) 

 
 

  濱口 均（はまぐち ひとし）1949年5月25日生（70歳）三重県立大学卒業 

                         医療法人主体会 小山田記念温泉病院院長 
入会日：1987年6月1日 

評議員：2000年5月18日より 

温泉療法専門医：2001年4月1日より 

学会発表： 

〈シンポジウム・講演〉 

 入浴前チェック項目. 第66回総会・学術集会,2001 

〈一般演題〉 



   血液凝固線溶能からみた温泉効果の検討」第52回総会・学術集会,1987(共演者)  

  ほか、共著者として41題 

 学会雑誌： 

〈原著〉 

 1.  Both Spa Quality and Temperature Play a Role in Blood Fibrinolysis Activation as a Result of Spa Bathing.日温気物 

   医誌,60-4,1997 (著者) 

 2.  血液凝固線溶能からみた温泉浴効果の検討. 日温気物医誌,52-2,1989 (共著者) 

 3.  癌術後患者における温泉浴の利用.日温気物医誌,55-3,1992 (共著者) 

 4.  温泉を利用した地域交流ホームの医療・福祉面での有用性.日温気物医誌,57-4,1994 (共著者) 

 5.  在宅障害者における温泉の効果 デイサービス・デイケアでの温泉入浴. 日温気物医誌,59-2,1996 (共著者) 

 6.  老年痴呆に対する夜間温泉入浴.日温気物医誌,64-2,2001 (共著者) 

 7.  健常人における温泉浴の唾液分泌と唾液中分泌型IgA分泌に及ぼす影響.日温気物医誌,70-3,2007 (共著者) 

 8.  温泉入浴の鼻閉に対する効果－鼻腔通気度検査による検討―.日温気物医誌,75-2,2012 (共著者) 

 9.  アルツハイマー病患者における高次脳機能障害および抑うつ状態と入浴習慣の関連についての検討.日温気物医誌,75- 

   3,2012(共著者) 

 10.  病院施設内の浴槽水質変動における衛生科学的検討―曝気実験による浴槽水質変動要因の推定と老化現象―.日温気物医 

   誌,75-3,2012 (共著者) 

 11.  アルツハイマー病患者における発症後の入浴回数の変化と高次脳機能障害および抑うつ状態の変化との関連についての経時的 

   検討.日温気物医誌,76-3,2013(共著者) 

 12.  放射能泉の水中ラドンによる被ばく線量評価.日温気物医誌,76-4,2013 (共著者) 

 13.  放射能泉利用施設における空気中ラドン存在実態と実効線量評価. 日温気物医誌,77-4,2014 (共著者) 

 14.  三重県菰野町内のウォーキングプログラムによる唾液中コルチゾールと感情尺度の変化.日温気物医誌,80-3,2017 (共著者) 

 15.  人の体温調節における飲水温度の影響.日温気物医誌,82-2,2019 (共著者) 

 

 

 

[評議員推薦候補者] 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(敬称略) 
3名の評議員より推薦された3名 
 

  金山 ひとみ （かなやま ひとみ）1964年11月10日生まれ（55歳）福井医科大学卒業 

         福井大学医学部国際社会医学講座環境保健学領域助教 
入会日：2003年6月1日 

専門医認定：2008年4月1日 

学会発表： 

 1. Climatotherapy in the world and the potential of Japanese climate and geographical features to health promotion and disease prevention. 39th ISMH, 

   2014（演者） 

 2. 簡易腕浴装置を用いた冷浴および温冷交互浴における高齢者の末梢皮膚温の推移について. 第82回 総会・学術集会, 2017（演者） 

  3. Hokuriku short version climatotherapy programme. 41st ISMH,2016（演者） 

 学会雑誌： 

 1. 寝室温度の早朝血圧上昇に対する影響.日温気物医誌 69(4) 234-244,2006（共演者） 

 2. 温泉利用とWHO生活の質―温泉利用の健康影響に対する交絡因子としての検討―. 日温気物医誌 67(2) 71-78, 2004（共演者） 

  3. 保養からみた快適性ならびに安全性に関する気象因子の時間衛生学的検討. 日温気物医誌 66(4)  

   205-213, 2003（共演者） 

 

                 

（定数） 
第2条 評議員の定数は、正会員の10％以内を原則とする。 
（資格要件） 
第3条 評議員候補者は、次の各号の要件を満たすものとする。 

（1）一般社団法人日本温泉気候物理医学会の正会員であること 

（2）本学会で活発な活動を行っていること 

（3）年齢が70歳未満であること 

（4）原則として引き続き5年以上本学会会員であること 

（5）臨床系評議員は、原則として温泉療法専門医であること 



   

  瀧宮 顕彦（たきみや あきひこ）1957年12月08日生まれ（62歳）東京医科大学卒業 

                  医療法人徳洲会東京西徳洲会病院療養科 
入会日： 1994年11月1日 

専門医認定： 2007年4月1日 

学会発表： 

  1. 皮膚インピーダンスを用いた温水浴の皮膚への影響に関する検討.第71回総会・学術集会,2006（演者） 

  2. 入院患者に対する看護師によるアロマセラピートリートメントの試み.第72回総会・学術集会,2007（演者） 

  3. 遷延性意識障害患者に対する温浴とアロマセラピーを用いた短期集中リハビリテーションの取り組み.第73回総会・学術集 

   会,2008（演者） 

  4. 当院で経験したレジオネラ症に関する検討.第77回総会・学術集会,2012（演者） 

学会雑誌： 

  一般臨床における入浴指導・管理について修得すべき知識のminimum requirement日温気物医誌,2010;73（4）：264-266（共著者） 

 

 

   林 敬人（はやし たかひと）1979年9月4日生まれ (40歳) 金沢大学医学部医学科卒業 

                鹿児島大学大学院医歯学総合研究科法医学分野教授 
入会日： 2010年2月1日 

学会発表： 

〈シンポジウム〉 

   入浴死の疫学的検討と病態解明を目指した法医学的アプローチ. 第83回総会・学術集会,2018 

〈パネルディスカッション〉 

  鹿児島県における浴室内突然死の実態と今後の課題.第73回総会・学術集会,2008（共著者） 

〈一般演題〉 

 1．入浴死4例の解剖検査所見について.第75回総会・学術集会,2010（演者） 

  2. 鹿児島県における最近の入浴死の実態調査.第75回総会・学術集会,2010（演者） 

  3. 2010年における鹿児島県の入浴死例の検討－環境気温との関係を中心に－.第76回総会・学術集会,2012 (演者) 

 4. 入浴死の死因解明一肺 aquaporin, heat shock protein 等の発現変化を指標として.第80回総会・学術集会,2015（演者） 

  5. 2014年における鹿児島県の入浴死例の疫学的調査.第80回総会・学術集会,2015年（演者） 

 6. 2017年における鹿児島県の入浴死例の疫学的調査と今後の課題.第83回総会・学術集会,2018（演者） 

 7. 2018年における鹿児島県の入浴死例の実態と予防のための今後の課題.第84回総会・学術集会,2019 

 8. 入浴死の病態解明に向けた基礎的検討－温水溺死モデルで変動する遺伝子の網羅的解析.第84回総会・学術集会,2019（演者） 

受賞歴： 

    2013年度第６回研究奨励賞 

    入浴死の病態と死因の解明：水輸送蛋白アクアポリン,熱ショック蛋白の発現変化を指標として 

 

 

           

   

 
 


